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ごあいさつ 

 

 

本研究は、「学術及び科学技術、文化及び芸術の振興を図り、豊かな人間性と創造性を

備えた人材の育成と文化の香り豊かなまちづくりに寄与すること」を目的に、平成２４

年度「公益財団法人宮崎文化振興協会研究事業」としてスタートし１２年目を迎えまし

た。  

 

本年度は「経営部門」、「自然科学部門」、「催事等実施報告部門」の研究部門に４つの

テーマの研究報告が提出されており、その成果を広く知っていただきたく報告書として

まとめたところであります。  

 

それぞれの研究は、各職員が日常の業務において気が付いた疑問や問題点・課題にし

っかりと正対し、その対応策や改善策を深く研究したものであります。その研究成果は、

直ちに業務改善が図れるものや、時間をかけて改善していくもの、更に研究を深化させ

るものなど様々ですが、すべてが宮崎文化振興協会の理念を具現化させ、協会運営に有

益な内容となっております。  

 

特に本年度は、当協会が取り組んでいる SDGs の達成という観点から、自らの業務に

取り入れるとともに、これまで当然のこととして引き継がれていた業務を SDGs の観点

から疑問を持ち、見直しを加えようとしたものや、長年の事業運営の形態から大きく転

換を図ろうとするものなど、職員の業務に対する問題意識の高さが伺えるものも見受け

られました。  

 

今回研究に取り組んでくれた職員一人一人の業務に対する思いの積み重なりが、周り

の職員の更なる意識向上と、ひいては来館していただくお客様の満足へ繋がって行くよ

う期待しているところであります。  

 

是非、本報告書をご一読いただき、ご意見やご感想をいただければ幸いでございます。 

最後に、今回、日常業務で大変忙しい中、研究に取り組んでいただいた職員の皆さん

に敬意を表しますとともに、ご協力いただいた関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。  

 

 

    令和６年３月吉日 

公益財団法人 宮崎文化振興協会  

理事長 髙 島 弘 行 
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